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①②甲子園では、野球部員、生徒、

卒業生など、約 2,000 人が一丸と

なって応援しました③市民応援会場

となったパレットおおさきでも、地

域のスポーツ少年団の子どもたちな

ど約 200 人が集まり、大きな声援

を送りました

チーム 1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

唐津商業高校（佐賀県） 7 2 0 0 0 0 0 0 0 9

古川工業高校（宮城県） 0 0 0 2 1 0 1 0 0 4

支えてくれた人と

子どもたちに感謝

　甲子園では 1 回戦で敗退しましたが、応

援に来てくれた人や地元で応援してくれた

人など、自分たちを支えてくれた人の力を

試合中に強く感じました。本当に感謝して

います。甲子園出場は、子どもたちの夢で

あり、私の夢でもありました。子どもたち

には、「夢の舞台へ連れていってくれてあ

りがとう」と伝えたいです。現在は、すで

に新チームで動きだしています。また甲子

園に戻ってこれるよう、一から選手を鍛え

なおし、秋季大会で優勝できるように頑張

ります。

interview

古川工業高校野球部

間橋 康生 監督

5 回裏、左前安打を放つ谷口選手（提供　朝日新聞社）



甲子園の試合結果

 

いよいよ試合開始。ベンチから元気に飛び出す古川工業高校（提供　朝日新聞社）

憧れの舞台で野球を

楽しめたことが幸せ

　独特な雰囲気の中、大観衆の前で戦う甲

子園では、初回は自分たちの野球ができま

せんでしたが、回を重ねるごとに少しず

つ冷静にプレイすることができました。結

果を出すことができなかったのは残念です

が、憧れの舞台で、周りの支えや応援のお

かげで、楽しく野球ができて幸せでした。

自分たちの姿を見て、少しでも宮城県の人

たちが元気を出してくれていたら嬉しいで

す。後輩には、私たち三年生が達成できな

かった甲子園での初勝利を勝ち取ってもら

いたいです。
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被災地の思いを胸に　夢の舞台へ挑む

古川工業高校野球部

今野 晴貴 主将


